





























学会uにふさわしい著作であると判断する。」 (F公益弔業研究j　第62巷第2号、 2010年、 74頁)
と記されており、長年の先生の研究のアプローチの重要性と成果の重要性が指摘されています。な
お、亜珊亜大学としても、教育・研究面において優れた社会的貢献をなされた方を顕彰する「五島
Ji
貨」を授与することが決まりました。併せて、慶祝いたしたいと存じます。
これまでの20年間のうちには経済学部の道営に関連して、 ~二度にわたり学部長の任にあたられ
ましたo l回[=ま1995年からであり、 2回臼は2003年からであり、いずれも、経済学部において
大きな課題が生じた時であり、先生の調整により乗り越えることができましたことは、先生の人柄
と人望によるものと確信いたすとともに、深く感謝いたしております0
また、 2008年4月より大学全体の教務委員長として、教育改革に取り親まれてきました。さら
に、同年9月よりは副学長として大学改革に一一層のご努力を傾注、教育改革の方向性の提示とその
推進にある程度の道筋を作られて、 2010年4月には教務委員長を退任、同じく9月には副学長を
退任、ご退職になられる年まで全力で教育改革に傾注されてこられましたことに対して心より感謝
申し上げる次第です。
先生のご研究は、アジア経済の急速な発展の時とEU経済の発展の時とちょうど時期を合わせて
進められてきました。いま、アジア経済とEU経済はアメリカにおけるリーマン・ショック後に引
き起こされた世界的大不況の克服に挑んでいますが、残された課題も多く、先生のご研究からの慧
眼よる政策的示唆が大変に有益な時機になっていると推察されます。経済学部に対するこれまでの
ご教導に心から感謝申し上げますとともに、ご健勝を心からご祈念申し上げます。
